
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       
 
 

プロフィールご紹介 
●堺生まれ、堺育ちの 43歳 

●妻・長男・次男と向陵西町在住 

●昭和４６（１９７１）年４月８日 

金岡病院（北区）で生まれる 

●堺市立新金岡小学校（北区）入学 

錦西小学校（堺区）卒 
●堺市立月州中学校（堺区）卒 
               ＜水泳部＞ 
●大阪府立三国丘高校卒 
          ＜柔道部・生徒会＞ 
●明治大学法学部卒＜雄弁部＞ 
 ※学生時代よりカンボジア・旧ユーゴスラビア・
ロシア・阪神大震災などでボランティア活動 

●元 関西テレビ放送 

 （営業企画部・報道部記者） 

●元 堺市議会議員（１期 1999～2003） 

●元 大阪府議会議員（１期 2003～2005） 

●工場研修（東区） 

●羽衣国際大学 元客員助教授 

●前衆議院議員（2009～2012） 

●芦屋大学客員教授 
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前 衆議院議員 

民主党大阪府第 16 区総支部 
（堺市 堺区・北区・東区） 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

森山浩行事務所 
〒590-0077堺市堺区中瓦町１-４-２５ 

熊田ビル 3階 
TEL： ０７２-２３３-８１８８ 
FAX： ０７２-２３３-８１８５ 
Mail： off ice@h-moriyama. jp 

日常の活動はFaceboookにて発信中！ 

Facebook genki.m0rim0ri 
Twitter  ＠MORIYAMAhiro 

 

再び、 
地域から。 

総支部長 

森山 浩行 

 

藤原 かずたけ 

 

大毛 十一郎 
(堺市議会議長) 

「去年よりも今年、今年よりも来年の給料があがる」 

世界でも類を見ない「サラリーマン」を中核とする終身雇用・年功序列

の安定した社会として、日本は欧米においつけ、おいこせと世界史上これ

また例のない高度経済成長を成し遂げてきました。その中心には「がんば

れば報われる、がんばれない時は助け合う」制度設計と、将来の希望を  

持って高いモチベーションで勤勉に働く「ぶ厚い中間層」があったといわ

れています。一方、あまりにも守られた環境では挑戦する気持ちが生じな

い、とバブル崩壊以降の日本では「これまでの日本のやり方がまずいのだ」

という論が主流になり、規制緩和がひとつの流行となりました。とにかく

規制をやめれば経済が成長するのだという神話のもと、あらゆる規制を 

撤廃する「改革」競争が繰り広げられました。 

 

・・・その結果。いくつかの成功例はあるものの、多くの起業は失敗に   

終わり（ベンチャーとはそういうものですが）、高年収でヘッドハンティ

ングされる幹部のいる一方で、誰でもできる作業は正社員ではなくアルバ

イトや派遣に置き換わり、1000 万人近くが年収 300 万円以下の仕事をし、

その分野は外国人労働者との競合といった新たな火種を抱えています。 

国民皆保険も「そんなもの必要か？」という論が出たり、年金も「自分で

かけた方がマシ」という声も。また子どもの教育にお金をかけられる層と

かけられない層に二極分化するなど、社会のあらゆる分野で「格差拡大」

が実感を持って押し寄せてきています。 

 

さて。このまま格差が拡大し、「多くの生活保護者と少数の大金持ち」

がいる社会を目指すのか、日本の成功の秘訣となった「ぶ厚い中間層を 

取り戻す」方向へ舵を切るのか、日本のあり方を決める大きな決断をする

チャンスです。 

時間はあまり残されていません。 

 

元気な堺・元気な日本へ。ともに「ぶ厚い中間層の復活へ」！ 

 

しのはら 香 

民主党大阪府第16 区総支部 



  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 

 

お名前 (ﾌﾘｶﾞﾅ) お誕生日         年      月      日 

年齢 （     ）才 

ご住所 （〒    －    ） 

［            小学校区］ 

E メール 

TEL/FAX 

※ 個人情報保護の観点より、ハガキではなく FAX通信用紙の形式でお届けさせていただいています。ご協力の程宜しくお願い申し上げます。 

 
 
昔、コミュニティの中心には寺社がありました。村の寄合や趣味の会、 

老人ホームや保育所などの機能と共に教育機関として「寺子屋」の 
役割も果たしていました。 
明治維新で富国強兵をめざし、国家主導で教育内容を均一にした結果、 

公立小学校は先生と児童しかいない場になってしまい、機能別にたくさん 
の施設が造られました。 
 
人口が増え続ける中で必要とされたたくさんの施設が、人口減少傾向 

の中であまるのと時を同じくして、小学校の教室もあまりはじめます。 
また、いじめや校内暴力、外部からの犯罪者の侵入など、先生の手にあまる 
問題も頻発しています。地域に学校をひらこう！と何度も掛け声は上がり 
ましたが、実際そのカベは高いのが現実です。 

 
 

ＦＡＸ返信：０７２-２３３-８１８５ 

 

 

   
お問い合せは      
森山浩行事務所まで      
TEL.０７２-２３３-８１８８ 

 

@MORIYAMAhiro 

  http://www.facebook.com/genki.m0rim0ri   

Twitter 

facebook 

 
 
 
 
 
 
 
  ※詳しくは森山事務所までお問い合わせください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
   

※詳しくは森山事務所まで 
お問い合わせください 

11 月 23 日(日) 18:30～19:30 

堺市産業振興センター 会議室 4 

(堺市北区長曽根町 183-5) 

 

 

12 月 14 日(日) 13:00～14:00 

松見レンタルスペース 貸会議室 

(堺市堺区熊野町西 3-2-14 

松見ビル 2階) 

 

 

過去の元気モーリモリ!!! 

通信(バックナンバー)は 

森山のホームページから 

ご覧いただけます。

http://h-moriyama.jp/ 

ぜひご覧ください！ 

森山へメッセージ 

●「地域の人材を小学校へ」 
 
以前は「文部科学省の予算で建てた学校を別の用途で利用するなら、一旦堺市

は文科省に補助金を返還せよ」であった国のルールは、「１０年以上経ったものに
ついては返還義務なし」に変更しています。 
趣味のサークルも、老人ホームも、保育所や幼稚園も、放課後のクラブも、 

地域の会合も。 
もう、文部科学省に遠慮することはありません。地域の中で「居場所」を確保

するとともに、それぞれの経験を活かした「出番」を見つけることができる場を。 
空き教室を活用するとともに、改修も含めて地域のコミュニティ再生の核とし

て小学校をつかいましょう！ 
 
小学校が機能するために。地域の高齢者の活躍の場として。 
居場所と出番のある社会を目指して。 

 

民主党大阪府第 16区総支部 

幹事 

 

森山 百恵 
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